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(2)

○
町
県
民
税

　
前
年
の
所
得
に
対
し
て
課
税
さ

れ
ま
す
。
納
付
方
法
は
給
与
や
年

金
か
ら
の
天
引
き
、
納
付
書
、
口

座
振
替
の
い
ず
れ
か
で
す
。

○
固
定
資
産
税

　
１
月
１
日
に
所
有
し
て
い
る
固

定
資
産
（
土
地
や
家
屋
な
ど
）
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
納
付
方
法
は
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
す
。

○
軽
自
動
車
税

　
４
月
１
日
に
軽
自
動
車
を
所
有

し
て
い
る
か
た
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
納
付
方
法
は
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
か
た
の
世
帯
分
が
世
帯
主
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
納
付
方
法
は
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
す
（
年

金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
納
め
る

か
た
も
い
ま
す
）。

○
介
護
保
険
料

　
　
歳
以
上
の
か
た
に
課
税
さ
れ

65
ま
す
。
前
年
の
所
得
に
応
じ
た
保

険
料
の
段
階
が
決
定
さ
れ
、
納
付

方
法
は
初
年
度
は
納
付
書
、
以
後

は
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
歳
以
上
の
か
た
に
課
税
さ
れ

75

忘れていませんか？
税金の納期限

２月１月12月11月10月９月８月７月６月５月町税の種類と納期

１期 軽自動車税

４期３期２期１期 固定資産税

４期３期２期１期 町県民税

８期７期６期５期４期３期２期１期 国民健康保険税

８期７期６期５期４期３期２期１期 介護保険料

８期７期６期５期４期３期２期１期 後期高齢保険料

※年金天引きの税（料）も普通徴収に変更になる場合があります。

※各納期限は、月末日(12月は25日)となります。

町
に
直
接
納
め
る
税
金
や

保
険
料
の
種
類
は

　毎週水曜日は業務窓口を午

後７時15分まで延長していま

す。ぜひご利用ください。

水曜日は

延長窓口
午後７時15分まで

(3) 広報いたくら　Ｈ26．３．１

ま
す
。
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
保

険
料
が
計
算
さ
れ
、
初
年
度
は
納

付
書
に
よ
る
納
付
、
そ
の
後
は
年

金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
納
め
ま

す
（
口
座
振
替
へ
変
更
可
能
）
。

納
付
書
納
付
に
な
る
場
合

○
介
護
保
険
料

　
　
歳
に
な
っ
た
最
初
の
年
度
は

65
保
険
料
を
納
付
書
に
よ
り
現
金
で

納
め
る
期
間
が
あ
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
は
全
て
年
金
か
ら

の
天
引
き
に
よ
り
納
め
る
も
の
と

思
っ
て
、
現
金
納
付
の
通
知
を
確

認
し
て
い
な
い
か
た
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
　

歳
に
な
っ
た
か
た

65

は
、
誕
生
月
の
翌
月
に
送
付
さ
れ

る
通
知
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
　

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
か
た
が
　
歳
に
な
る
と
後
期

75

高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
介
護
保
険
と
同
じ
く

基
本
は
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ

る
納
付
で
す
が
、　

歳
に
な
っ
た

75

最
初
の
年
度
は
納
付
書
に
よ
り
現

金
で
納
め
る
期
間
が
あ
り
ま
す
の

で
、
　

歳
に
な
っ
た
か
た
は
誕
生

75

月
の
翌
月
に
送
付
さ
れ
る
通
知
を

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、

国
民
健
康
保
険
税
と
同
じ
よ
う
に

年
金
か
ら
の
天
引
き
を
中
止
し
、

指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら
の
振
替
納

付
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税

　
国
保
税
が
年
金
か
ら
の
天
引
き

と
な
っ
て
い
る
か
た
で
、
世
帯
員

の
引
越
し
や
婚
姻
、
出
生
な
ど
に

よ
り
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
条
件

に
該
当
し
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
、
納
付
書
に
よ

る
現
金
納
付
に
か
わ
り
ま
す
の
で

通
知
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
町
県
民
税

　
会
社
で
町
県
民
税
を
納
め
て
い

た
か
た
が
会
社
を
辞
め
た
と
き

は
、
納
付
書
に
よ
る
納
税
の
方
法

に
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
役

場
よ
り
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、

確
認
後
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
保
険
を
離
脱
し
た

と
き
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
変
更
手
続

き
を
役
場
窓
口
で
行
う
と
と
も

に
、
翌
月
に
国
保
税
の
納
税
通
知

が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ

の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　　
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
と
、
税
金
や
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
な
く
な
り
便
利
で
す
。

　
町
に
納
め
る
税
金
や
保
険
料
の

う
ち
、
介
護
保
険
料
の
年
金
か
ら

の
天
引
き
以
外
は
口
座
振
替
が
可

能
で
す
。
納
め
忘
れ
や
納
付
に
出

向
く
必
要
が
な
く
便
利
で
す
。
金

融
機
関
で
口
座
振
替
の
登
録
が
で

き
ま
す
。

口
座
登
録
し
て
い
て
も

　
税
金
と
保
険
料
は
別
々
に
口
座

登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国

保
税
の
口
座
振
替
が
登
録
さ
れ
て

い
て
も
、
介
護
保
険
料
や
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
口
座
振
替
は

で
き
ま
せ
ん
。

○
介
護
保
険
料

　
年
金
天
引
き
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、　

歳
に
な
っ
た
最
初
の
年
は

65

納
付
書
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま

す
。
他
の
税
と
は
別
に
口
座
登
録

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
歳
に
な
っ
た
と
き
に
納
付
書

75
に
よ
る
納
付
が
生
じ
る
ほ
か
に
、

介
護
保
険
料
と
違
い
、
変
更
申
請

の
手
続
き
を
す
れ
ば
年
金
天
引
き

か
ら
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
と
は
制
度
が
違

う
こ
と
か
ら
、
口
座
振
替
を
希
望

す
る
か
た
は
新
た
に
口
座
登
録
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

口
座
の
残
高
不
足
に
ご
注
意
を

　
残
高
不
足
に
よ
り
納
期
月
の
振

替
及
び
翌
月
の
再
振
替
え
が
で
き

な
か
っ
た
と
き
は
、
窓
口
納
付
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
残
高
不
足
が
解
消
さ

れ
れ
ば
、
翌
月
以
降
再
度
口
座
振

替
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
収
税
係

山
内
線
２
２
１
・
２
２
２

税金を
納め忘れていると

○督促状

　納期限を過ぎても税金を納め

ていただけない場合は、督促状

を発送します。督促状の発送日

から10日以内に納税のない場合

は滞納処分の対象となります。

○延滞金

　税金を納期限までに納めてい

ただかないと、納めるべき税額

のほかに法律で定められた延滞

金を納めていただかなければな

らなくなります。延滞金の率は

納期限の翌日から１か月間は年

７．３％、１か月を過ぎると年

14．６％（現在特例によりそれぞ

れ２．９％、９．２％）になります。

○滞納処分

　納期限ののち督促状発送後も

納税のないかたや、分納の約束

を守らないかたについては、納

税相談の案内や催告状を送付し

ます。

　再三の催告にもかかわらず税

金を納付していただけない場合

は、納期限内に納めたかたとの

公平性を保つために、動産（自家

用車やテレビ、貴金属など）のほ

か、金融機関への預貯金取引状

況、勤務先への給与等支払状況、

生命保険会社への契約内容の状

況、法務局への不動産の所有状

況など各種の調査を行い、差押

さえ可能な財産の差押さえを実

施し、現金に換価したあと滞納

税に充てることになります。

○分納相談

　解雇や病気による入院などに

より収入が皆無または急減した

かたについては、分納相談も

行っています（督促料や延滞金が

無くなるものでないので、ご注意

ください）。

口
座
振
替
が
便
利
で
す

口座振替ができる金融機関一覧

本店・すべての支店群馬銀行

本所・すべての支店邑楽館林農業協同組合

本店・すべての支店館林信用金庫

館林・藤岡支店足利銀行

本店・すべての支店みずほ銀行

館林・館林駅前支店東和銀行

本店・すべての支店三井住友銀行

館林支店中央労働金庫

関東１都６県および

山梨県所在のゆうちょ銀行
ゆうちょ銀行

こ
ん
な
と
き
に
は
要
注
意

忘れていませんか？

税金の納期限
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新
年
度
の
お
金
の
使
い
み
ち
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！

３
月
議
会
定
例
会

　
議
会
基
本
条
例
施
行
後
初
の
定

例
会
、
３
月
　
日
か
ら
の
４
日
間

17

を
か
け
て
予
算
決
算
常
任
委
員
会

で
新
年
度
予
算
を
集
中
的
に
審
議

し
ま
す
。

　
審
議
す
る
内
容
は
、
町
の
新
規

事
業
、
重
点
事
業
を
中
心
に
事
業

説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
を
繰
り

返
し
な
が
ら
新
年
度
予
算
の
使
い

み
ち
を
慎
重
に
審
議
し
ま
す
。

　
新
年
度
予
算
の
使
い
み
ち
を
知

る
絶
好
の
機
会
で
す
の
で
、
左
表

を
参
考
に
ぜ
ひ
予
算
決
算
常
任
委

員
会
を
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
予
算
審
議
日
程
及
び
内
容

第
８
日
目
　
３
月
　
日
捷

17

町
制
　
周
年
記
念
事
業
、
防
災
対

60

策
全
般
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、

福
祉
対
策
全
般

第
９
日
目
　
３
月
　
日
昇

18

新
庁
舎
建
設
、
利
根
・
渡
良
瀬
架

橋
調
査
研
究
、
渡
良
瀬
遊
水
地
環

境
保
全
、
教
育
対
策
全
般
、
納
税

対
策
、
消
費
生
活
相
談
全
般

第
　
日
目
　
３
月
　
日
昌

10

19

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

事　項開議時刻会議名期日日次

定例会（初日）
町長の施政方針

午前９時本会議３月10日捷１日

一般質問（４人）午前９時本会議３月11日昇２日

一般質問（３人）午前９時本会議３月12日昌３日

総務文教福祉常任委員会
産業建設生活常任委員会
（所管事務調査）

午前９時
午後１時30分委員会３月14日晶５日

予算決算常任委員会
（予算審議）
総務課／福祉課

午前９時委員会３月17日捷８日

予算決算常任委員会
（予算審議）

企画財政課／教育委員会
戸籍税務課

午前９時委員会３月18日昇９日

予算決算常任委員会
（予算審議）

環境水道課／健康介護課
会計課

午前９時委員会３月19日昌10日

予算決算常任委員会
（予算審議）

都市建設課／産業振興課
午前９時委員会３月20日昭11日

定例会（最終日）午前９時本会議３月25日昇16日

置
補
助
事
業
、
広
域
ご
み
処
理
、

広
域
水
道
事
業
、
心
と
体
の
健
康

増
進
、
任
意
予
防
接
種
町
単
独
助

成
事
業

第
　
日
目
　
３
月
　
日
昭

11

20

八
間
樋
橋
の
整
備
、
国
道
３
５
４

号
バ
イ
パ
ス
延
伸
整
備
、
生
活
道

路
の
整
備
、
農
業
活
性
化
対
策
、

企
業
誘
致
・
商
業
施
設
誘
致
、
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
地
域
活
性

化
事
業

◆
一
般
質
問
通
告
者
、
質
問
要
旨

　
今
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
２

日
間
で
７
人
の
議
員
が
以
下
の
予

定
で
行
い
ま
す
。

第
２
日
目
　
３
月
　
日
昇

11

森
田
義
昭
議
員
（
９
時
～
）

①
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
つ
い
て

②
児
童
（
幼
児
）
虐
待
に
つ
い
て

③
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

川
野
辺
達
也
議
員
（
　
時
　
分
～
）

10

15

①
工
業
用
地
、
商
業
用
地
の
販
売

状
況
に
つ
い
て
　
②
庁
舎
建
設
の

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

③
小
学
校
、
保
育
園
の
統
合
、
再

編
に
つ
い
て

青
木
秀
夫
議
員
（
　
時
　
分
～
）

11

25

①
小
学
校
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

②
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
不

正
請
求
に
よ
っ
て
受
け
た
被
害
の

そ
の
後
に
つ
い
て

荒
井
英
世
議
員
（
　
時
　
分
～
）

13

30

①
役
場
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

②
今
後
の
町
農
政
に
つ
い
て

③
行
政
区
再
編
に
つ
い
て

第
３
日
目
　
３
月
　
日
昌

12

小
森
谷
幸
雄
議
員
（
９
時
～
）

①
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ

い
て
（
地
域
支
援
モ
デ
ル
事
業
補

助
金
制
度
に
つ
い
て
）

今
村
好
市
議
員
（
　
時
　
分
～
）

10

15

①
平
成
　
年
度
重
点
事
業
、
新
規

26

事
業
に
つ
い
て
　
②
消
費
税
増
税

時
の
経
済
対
策
事
業
の
本
町
に
お

け
る
取
り
組
み
（
公
共
事
業
関
係
）

延
山
宗
一
議
員
（
　
時
　
分
～
）

11

25

①
食
育
教
育
の
取
り
組
み
の
現
状

と
推
進
に
つ
い
て
　
②
新
た
な
米

政
策
制
度
に
よ
る
本
町
の
対
応
に

つ
い
て

▼
質
問
者
の
時
間
を
参
考
に
、
自

由
に
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
庶
務
議
事
係

山
内
線
５
１
１

３
月
議
会
定
例
会

広報いたくら　Ｈ26．３．１(5)

　
群
馬
県
交
通
安
全
大
会
が
２
月

７
日
　
に
富
岡
市
か
ぶ
ら
文
化

(金)

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
交
通
指
導

員
の
 川
  邉
  功
 さ
ん
（
大
曲
）
と
、

か
わ
 
べ
 
い
さ
お

 荻
  野
  明
  二
 さ
ん
（
板
倉
）
が
群
馬

お
ぎ
 の
 み
ょ
う
 じ

県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
の
長
年
に
わ
た
る
交
通

安
全
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
　
行
政
安
全
係

山
内
線
１
２
２

群
馬
県
知
事
表
彰
を
受
賞

交
通
指
導
員

　
町
で
は
中
学
３
年
生
ま
で
の
お

子
様
に
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者

証
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

小
学
校
に
入
学
す
る
際
に
更
新
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
４
月
に
小

学
１
年
生
に
な
る
お
子
様
に
は
、

３
月
中
に
ご
自
宅
へ
通
知
と
申
請

用
紙
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
通

知
に
記
載
さ
れ
た
手
続
き
方
法
に

従
い
更
新
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
中
学
３
年
生
の
お

子
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
末

日
で
資
格
が
終
了
し
ま
す
。
期
限

の
切
れ
た
福
祉
医
療
費
受
給
資
格

者
証
は
、
ご
自
身
で
適
切
な
処
分

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

は
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
成
長

を
支
え
て
い
く
た
め
の
制
度
で

す
。
医
療
費
無
料
化
は
皆
さ
ん
の

税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
将
来
に
わ
た
り
維
持

し
て
い
く
た
め
に
も
、
制
度
の
仕

組
み
や
目
的
な
ど
を
ご
理
解
の

上
、
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
急
な
病
気
に
困
っ
た

ら
、「
群
馬
こ
ど
も
救
急
相
談
＃

８
０
０
０
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
健
師
や
看
護
師
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

問
合
せ
　
保
険
医
療
係

山
内
線
３
２
６

福
祉
医
療
費
受
給
資
格

者
証
の
更
新
時
期
で
す

　
第
　
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中

54

央
大
会
が
１
月
　
日
　
に
日
比
谷

17

(金)

公
会
堂
で
開
催
さ
れ
、 栃
  本
  登
 さ

と
ち
 も
と
 の
ぼ
る

ん
（
下
五
箇
）
が
交
通
栄
誉
章

「
緑
十
字
銀
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
栃
本
さ
ん
は
、
交
通
安
全
協

会
の
理
事
を
　
年
間
、
協
会
副
会

12

長
を
平
成
　
年
か
ら
現
在
も
務
め

21

ら
れ
て
い
ま
す
。
多
年
に
わ
た
り

交
通
安
全
に
尽
力
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
　
行
政
安
全
係

山
内
線
１
２
２

交
通
安
全
に
貢
献

緑
十
字
銀
章
受
章

　
２
月
　
日
　
、
１
０
０
歳
到
達

10

(月)

者
慶
祝
訪
問
事
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 山
  﨑
 し
ん
さ
ん
（
籾
谷
）
に

や
ま
 ざ
き

慶
祝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
山
﨑
さ
ん
の
元
気
の
秘
け

つ
は
「
食
事
は
好
き
嫌
い
な
く
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
何
で
も
食
べ
る
こ

と
。
甘
い
も
の
が
好
き
な
こ
と
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
　
福
祉
係

山
内
線
３
１
２

祝
１
０
０
歳
到
達

慶
祝
訪
問
事
業

　
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ

り
、
短
期
有
効
期
限
の
国
民
健
康

保
険
証
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
か

た
は
、
３
月
末
日
に
保
険
証
の
有

効
期
限
が
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
期
限
が
切
れ
る
前
に
更
新
手
続

に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。
納
税
が
困

難
な
場
合
に
は
、
必
ず
納
税
相
談

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
所
　
役
場
第
２
庁
舎
　

納
税
相
談
　
収
税
係

更
新
手
続
き
　
保
険
医
療
係

時
間
　
平
日
午
前
８
時
　
分
～
午

30

後
５
時
　
分
（
水
曜
日
の
み
午
後

15

７
時
　
分
） 

15

持
参
す
る
も
の
　
現
在
お
持
ち
の

国
民
健
康
保
険
証
及
び
認
印
　

問
合
せ
　

○
収
税
係

山
内
線
２
２
１

○
保
険
医
療
係
 

山
内
線
３
２
６

短
期
保
険
証
の
更
新
時
期

国
民
健
康
保
険

荻野明二さん川 邉 功さん
べ
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今月も町の話題が盛りだくさん！

　２月16日（日）、東洋大学板倉キャンパスで

 針  ヶ  谷  照  夫 氏
はり が や てる お

 旭  日  小  綬  章 受章祝賀会が開
きょく じつ しょう じゅ しょう

催されました。針ヶ谷氏は平成25年秋の叙

勲で地方自治功労により同章を受章されま

した。祝賀会は町内外から１３９名の招待

者を招いて盛大に行われました。針ヶ谷氏

は「叙勲を受章できたのは多くのかたがたの

協力の 賜  物 。今後も健康に留意し、少しでも
たま もの

地域社会の役に立ちたい」と話しました。

旭日小綬章を受章

活力のある町へ

今月も町の話題が盛りだくさん！

　２月２日(日)、東洋大学板倉キャンパスで

賀詞交歓会が行われました。これは町と町

内各種団体及び企業関係者などが相互の理

解と親睦を深め、より活気に満ちたまちづく

りの実現に向けた情報交換、意見交換の場と

して開催されたものです。

　今年度は岩田出身の 栗  原  優 氏（東レ珂上
くり はら まさる

級研究員）により、「世界の水問題解決に貢

献！　－21世紀型水処理基幹技術を日本イ

ニシアチブで構築－」というタイトルで記念

講演が行われました。水が豊富な日本と違

い、世界中で安全な水の需要が増えている現

在、海水の淡水化において、栗原氏が研究し

てきた 濾  過  膜 などの技術が利用されている
ろ か まく

といった内容の講演に約２００名のかたが

たが耳を傾けました。

　交歓会では、日頃さまざまな角度から町を

支えていただいているかたがたが一堂に会

し、普段交わす機会の少ない情報交換や意見

交換が行われ、これからの町の活性化につな

がる貴重なひとときとなりました。

広報いたくら　Ｈ26．３．１(7)
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　２月13日（木）、板倉中学校で立志式が行わ

れ、板中２年生１４１名が式に臨みました。

卒業生の講演では、声楽家の 大  塚  雅  仁 さん（海
おお つか まさ と

老瀬）が学生時代の思い出話を交え、紆余曲折

を経て声楽家になったいきさつを話しまし

た。大塚さんがアカペラでイタリア民謡を披

露すると会場は大きな拍手に包まれました。

　２月５日(水)、館林市三の丸芸術ホールで

がんに強いぐんまづくりサポーター養成講

座が行われました。県主催のこの講座では、医

師による検診の重要性やがん体験者からの

メッセージがサポーターに伝えられました。

　町では８名のかたががんに強いぐんまづ

くりサポーターに登録しています。

地域でがんに立ち向かう

２０２０年カプセル開封予定

鬼は外！　福は内！

　２月３日（月）、雷電神社で毎年恒例の節分

祭と豆まき式が行われました。季節の始め

に邪気を払って、家内安全や無病息災を願う

ために行われました。

　そらいろ保育園と板倉保育園の園児たち

があいくるしい鬼たちに向かって元気に豆

を投げるとあたりは笑い声に包まれました。

ニュースの現場から

　２月１日（土）、町民教養講座が中央公民館

で開催されました。今年度は、ジャーナリス

トの 鳥  越  俊  太  郎 氏を講師に招き「ニュース
とり ごえ しゅん た ろう

の読み方」と題して講演が行われました。新

聞記者として取材をされた経験など、ニュー

ス現場の第一線で活躍される鳥越氏の貴重

な話を聴くことができました。
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家
族
が
、
携
帯
電
話
で
ダ
イ

エ
ッ
ト
食
品
の
無
料
サ
ン
プ
ル
を

注
文
し
ま
し
た
。

　
数
日
後
に
商
品
は
届
い
た
の
で

す
が
、
そ
の
約
２
週
間
後
、
注
文

も
し
て
い
な
い
の
に
１
か
月
分
の

ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
が
届
い
て
驚
き

ま
し
た
。
後
に
な
っ
て
確
認
し
た

ら
、
サ
ン
プ
ル
到
着
後
　
日
以
内

10

に
申
し
出
を
し
な
い
と
自
動
的
に

定
期
購
入
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

 〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
 （
匿
名
希
望
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
は
、
パ

ソ
コ
ン
の
他
に
携
帯
電
話
な
ど
か

ら
も
簡
単
に
利
用
で
き
、
中
高
生

な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

『『『『『『『『『『師師師師師師師師師師はははははははははは患患患患患患患患患患者者者者者者者者者者ささささささささささんんんんんんんんんんななななななななななりりりりりりりりりり』』』』』』』』』』『師は患者さんなり』　

患患患患患患患患患患者者者者者者者者者者ささささささささささんんんんんんんんんんかかかかかかかかかからららららららららら物物物物物物物物物物事事事事事事事事事事をををををををををを教教教教教教教教教教わわわわわわわわわわるるるるるるるるるる毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎患者さんから物事を教わる毎日日日日日日日日日日日

経
験
を
生
か
し
て

　
高
瀬
さ
ん
は
、
町
内
に
接
骨
院

を
開
業
し
、
柔
道
整
復
師
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
瀬
さ
ん

は
子
ど
も
の
こ
ろ
、
ご
家
族
の
肩

を
揉
ん
で
褒
め
ら
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
ト
レ
ー
ナ
ー
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
生
時
代

の
恩
師
の
推
薦
も
あ
っ
て
柔
道
整

復
師
の
道
を
選
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

　
高
瀬
さ
ん
は
館
林
市
の
整
形
外

科
病
院
に
　
年
間
勤
め
ま
し
た
。

16

こ
の
と
き
は
一
日
平
均
１
５
０
～

１
６
０
人
ほ
ど
リ
ハ
ビ
リ
の
手
伝

い
を
し
な
が
ら
、
手
術
に
立
ち

会
っ
た
り
、
そ
の
手
伝
い
を
し
た

た
経
験
が
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

開
業
し
て
も
勉
強
の
日
々

　
接
骨
院
を
開
業
す
る
に
あ
た
っ

高瀬 康彦さん

た
か
せ
・
や
す
ひ
こ
　
大
高
嶋
在
住
／
町
内
の

接
骨
院
で
柔
道
整
復
師
と
し
て
活
躍
中
。
趣
味

は
野
球
、
釣
り
、
プ
ラ
モ
デ
ル
作
り
な
ど
。
地

域
の
祭
り
（
さ
さ
ら
）
伝
統
芸
能
の
継
承
に
も

意
欲
的
に
取
り
組
む
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

で
き
ま
す
か
？

通
販
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
き
ま
せ
ん

(9) 広報いたくら　Ｈ26．３．１
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し
か
し
、
注
文
時
の
注
意
書
き
を

よ
く
読
ま
ず
に
注
文
し
た
こ
と
が

原
因
で
、「
返
品
・
交
換
が
で
き

な
か
っ
た
。
お
試
し
の
つ
も
り
で

注
文
し
た
の
に
定
期
購
入
に
な
っ

て
い
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
返
品

は
各
々
で
決
め
ら
れ
た
返
品
ル
ー

ル
に
従
っ
た
上
で
可
能
で
す
が
、

返
品
不
可
の
表
示
が
あ
る
場
合
は

基
本
的
に
返
品
で
き
な
い
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
返
品
に
つ
い
て
表
示

が
な
い
場
合
に
は
、
商
品
到
着
後

８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
返
品
が
可

能
で
す
（
送
料
は
購
入
者
負
担
）。

面
倒
で
も
契
約
の
詳
細
な
内
容
や

返
品
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
よ
く
確

認
し
て
か
ら
申
し
込
む
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

山
　－

７
８
３
０

82
（
な
や
み
な
し
）

て
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
、
整
形
外

科
の
療
法
と
接
骨
院
の
療
法
が
違

う
た
め
、
整
体
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
、
接
骨
院
手
技
療
法
な

ど
、
幅
広
く
勉
強
を
す
る
た
め
に

毎
週
休
日
に
は
東
京
に
行
っ
て
技

を
磨
い
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
病
院
と
違
い
接
骨
院
で
は
、
一

人
の
患
者
さ
ん
を
最
初
か
ら
最
後

ま
で
自
分
で
診
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
患
者
さ
ん
か
ら
「
治
っ
た

よ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
と
て

も
う
れ
し
く
、
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
後
高
瀬
さ
ん
が
目
指
す
こ
と

は
、
柔
道
整
復
師
は
も
と
よ
り
、

機
能
訓
練
指
導
員
、
健
康
運
動
指

導
士
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ト
レ
ー

ナ
ー
、
心
理
相
談
員
な
ど
の
資
格

を
生
か
し
、
地
域
の
か
た
た
ち
に

健
康
第
一
に
元
気
に
な
っ
て
い
だ

く
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
だ
そ
う

で
す
。
高
瀬
さ
ん
は
仕
事
が
忙
し

く
、
家
族
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
で
な

い
こ
と
や
奥
様
に
は
育
児
で
大
変

苦
労
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
気
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
家

族
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
た
め
に
は
、

自
分
自
身
も
健
康
で
い
る
事
が
大

切
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

笑
顔
を
分
け
た
い

　
高
瀬
さ
ん
の
大
好
き
な
言
葉

は
、
 和
  顔
  愛
  語
 と
い
う
言
葉
で
、

わ
 げ
ん
 あ
い
 ご

意
味
は
「
和
や
か
な
笑
顔
で
優
し

い
言
葉
を
か
け
る
」
だ
そ
う
で

す
。
患
者
さ
ん
に
思
い
や
り
の
あ

る
言
葉
、
気
配
り
、
笑
顔
を
分
け

て
あ
げ
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
高
瀬
さ
ん
は
東
洋
大
学
の
女
子

駅
伝
部
と
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
サ

ポ
ー
ト
も
し
て
い
ま
す
。
施
術
療

法
に
は
、
手
技
療
法
、
酸
素
カ
プ

セ
ル
、
各
種
テ
ー
ピ
ン
グ
療
法
な

ど
を
取
り
入
れ
、
早
期
社
会
復

帰
、
早
期
ス
ポ
ー
ツ
復
帰
を
重
視

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
年
寄
り

の
か
た
に
は
、
要
介
護
に
な
ら
な

い
よ
う
な
手
助
け
や
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
い
き
た
い
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
高
瀬
さ
ん
の
更
な
る
飛
躍
と
活

躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■レポーター

広報編集委員

 室  木  
むろ き

 江  里  子 
え り こ

東
洋
大
学
　
生
命
科
学
部

　
　
　
　
　
生
命
科
学
科

 児
  島
  

こ
 
じ
ま

 伸
  彦
  教
授

の
ぶ
 ひ
こ

■主な研究テーマ

・脳内シナプスの発生と 可  塑 性を司る分子の研究
か そ 脳

の
記
憶
の
し
く
み
に
迫
る

脳の神経回路を形成するシナプス

　脳には一千億個以上もの神経細胞がお互いに

シナプスを介して連絡し、複雑な神経回路を形

成しています。ひとつの神経細胞には数千から

数万個ものシナプスが存在し、脳全体に存在す

るシナプスの数は実に数百兆から一千兆個に及

びます。シナプスの発達は遺伝的要因と環境要

因の両方で決まりますが、外界からの刺激に

よって付け加わったり消失したり変動したりす

ることが分かってきているそうです。

　現在、児島教授はマウスの脳や神経細胞を

使って、シナプスを作ったり形を変えたりする

「可塑性」というはたらきの鍵となるタンパク質

について研究しています。このような基礎研究

が、脳の記憶の原理や脳疾患の原因の解明につ

ながると考えています。

脳とのさまざまな関連性に着目して

　近年、うつ病や子どもの発達障害が増えてい

ますが、実態はつかめていません。これらに関

連する脳の中にある物質が見つかってくれば、

治療に結びつくと児島教授は話します。また、

脳は食物からどのような影響を受けるのか、

「脳と栄養」の観点から食環境科学部とタイアッ

プして研究できないか期待しているそうです。

　児島教授は「学生の知的好奇心を伸ばしてあ

げたい。既成概念にとらわれない自由な発想と

チャレンジ精神で研究に取り組んでほしい」と

考えています。そして、「神経科学の分野でも

板倉キャンパスを世界に発信できるような拠点

にしていきたい」と抱負を語ってくれました。

■レポーター　広報編集委員　 新  井  かほる
あら い
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◆
申
込
先
・
受
付

３
月
１
日
　
～
※
各
公
民
館
及
び

(土)

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
月
曜
日
・
祝
日

は
休
館
日
、
月
曜
祝
日
の
場
合
は

火
曜
も
休
館
）。

　
東
部
公
民
館

◆
プ
ロ
に
学
ぶ
料
理
教
室

「
オ
ム
レ
ツ
と
鳥
の
唐
揚
げ
」

日
時
　
３
月
　
日
　

12

(水)

　
　
　
午
前
９
時
　
分
30

内
容
　
プ
ロ
指
導
の
ふ
ん
わ
り
し

た
オ
ム
レ
ツ
の
作
り
方
と
ジ
ュ
ー

シ
ー
な
鳥
の
唐
揚
げ
の
揚
げ
方

対
象
　
一
般
成
人
　
名
10

材
料
費
　
５
０
０
円

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

・
マ
ス
ク
・
持
ち
帰
り
用
容
器

    北
部
公
民
館

◆
女
性
講
座
　(6)

日
時
　
３
月
　
日
　

16

(日)

午
前
の
部
　
午
前
９
時
　
分
30

午
後
の
部
　
午
後
１
時
　
分
30

内
容
　
春
を
感
じ
る
、
さ
わ
や
か

風
味
の
菓
子
パ
ン
づ
く
り

対
象
　
成
人
　
名
　
※
午
前
・
午

16

後
各
８
名
ず
つ
の
募
集
で
す
。

材
料
費
　
実
費
負
担
（
１
，０
０
０

円
程
度
）

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
持
ち
帰
り
用
の
容
器

    海
洋
セ
ン
タ
ー

◆
弓
道
教
室

期
間
　
４
月
５
日
　
～
６
月
　
日

(土)

14

　
　
毎
週
土
曜
日
（
全
　
回
）

(土)

10

※
５
月
３
日
は
休
講

時
間
　
午
後
７
時

場
所
　
板
倉
町
弓
道
場

参
加
費
　
１
，０
０
０
円
（
傷
害
保

険
代
な
ど
）

対
象
者
　
中
学
生
以
上

募
集
人
数
　
　
名
20

申
込
期
限
　
３
月
　
日
　

28

(金)

　
各
公
民
館

◆
俳
句
作
品
展

期
間
　
３
月
１
日
　
～
　
日
　

(土)

30

(日)

場
所
　
中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
展
　
板
倉
俳
句
愛
好
会

◆
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

日
時
　
３
月
　
日
　

15

(土)

          午
前
　
時
10

場
所
　
東
部
公
民
館
（
講
堂
）

内
容
　
読
み
聞
か
せ
と
工
作

◆
さ
く
ら
が
お
か
お
は
な
し
会

期
日
　
３
月
　
日
　

15

(土)

時
間
　
午
前
　
時
　
分

10

30

場
所
　
北
部
公
民
館
（
和
室
）

内
容
　
絵
本
・
紙
芝
居
・
工
作
・

遊
び

　
わ
た
ら
せ
自
然
館

◆
 写
真
展
「
彩
々
」

期
間
　
３
月
　
日
21

　
～
　
日
　

(祝)

30

(日)

時
間
　
午
前
９
時

～
午
後
４
時
　
分
30

（
最
終
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

出
展
　
サ
ン
デ
ー
く
ら
ぶ

入
館
料
　
無
料

◆
小
林
孝
至
絵
画
展

期

間
　
４

月

３

日
　
～
　
日
　

(木)

13

(日)

時

間
　
午

前

９

時
～
午
後
４
時

　
分
（
最
終
日
は

30午
後
３
時
ま
で
）

入
館
料
　
無
料

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
経
験
者
、
初
心

者
を
問
い
ま
せ
ん
。
現
在
３
チ
ー

ム
が
加
盟
し
て
お
り
、
年
３
回
の

大
会
は
ど
れ
も
白
熱
し
た
試
合
と

な
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
か
た
は

ぜ
ひ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
海
洋
セ
ン
タ
ー

山
　－

０
８
５
８

82
　
現
在
７
チ
ー
ム
が
加
盟
し
て
お

り
、
年
３
回
男
女
混
合
の
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

か
た
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
海
洋
セ
ン
タ
ー

山
　－

０
８
５
８

82

SSSSSTTTTTEEEEEPPPPP!!!!!STEP!        
教教教教教育育育育育委委委委委員員員員員教育委員会会会会会会

 Life study

The step Board of Education

中央公民館　山82-2435 姉82-2436

東部公民館　山82-1241 姉80-4047

南部公民館　山82-1424 姉82-1943

北部公民館　山77-1855 姉77-1854

海洋センター　山82-0858 姉82-0899

わたらせ自然館　山82-1935 姉82-0664

文化財資料館　山91-4018 姉91-4038

各施設お問合せ先各
公
民
館
・
施
設

　
受
講
生
募
集

 会
員
募
集
中
　

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

 登
録
チ
ー
ム
募
集
中

板
倉
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

◆小学校表現力向上学習発表会

各
公
民
館
・
わ
た
ら
せ
自
然
館

　
イ
ベ
ン
ト
情
報

広報いたくら　Ｈ26．３．１(11)

　
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
は
、
参

加
者
自
ら
が
す
べ
て
考
え
て
行
動

す
る
自
由
な
キ
ャ
ン
プ
で
す
。
　

　
キ
ャ
ン
プ
中
の
決
ま
っ
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

電
気
・
水
道
・
炊
事
場
・
ト
イ
レ

な
ど
の
な
い
場
所
で
、
１
泊
２
日

の
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
す
。

期
間
　
３
月
　
日
　
～
　
日
　

29

(土)

30

(日)

参
加
費
　
１
，
０
０
０
円
（
食
材

費
・
保
険
代
な
ど
）

場
所
　
町
内
（
当
日
ま
で
開
催
場

所
は
非
公
開
で
す
）

対
象
者
　
小
学
４
年
生
～
中
学
３

年
生

申
込
期
限
　
３
月
　
日
　

10

(月)

※
申
込
者
に
は
、
後
日
詳
細
を
連

絡
し
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ
　

生
涯
学
習
係

山
６
２
２

　
現
在
の
板
倉
町
の
風
景
は
、
川

の
流
れ
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に

よ
り
形
づ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
ど
の
よ
う
に
渡
良
瀬
川
の
流
れ

が
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
、
な
ぜ

今
の
よ
う
な
水
場
景
観
と
な
っ
た

の
か
、
図
や
写
真
を
見
比
べ
な
が

ら
解
説
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
　
日
　

15

(土)

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

場
所
　
東
部
公
民
館
講
堂

講
師
　
 澤
口
   宏
 　
氏
（
群
馬
地

さ
わ
ぐ
ち
 
ひ
ろ
し

理
学
会
顧
問
）

参
加
費
　
無
料

主
催
　
教
育
委
員
会
・
水
場
の
風

景
を
守
る
会

申
込
期
限
　
３
月
　
日
　

12

(水)

申
込
先
・
問
合
せ
　

文
化
財
資
料
館

山
　－

４
０
１
８

91
　
板
倉
町
で
は
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
個
人
・
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
者
　
板
倉
町
在
住
ま
た
は
出

身
者

該
当
期
間
　
平
成
　
年
４
月
１
日

25

～
平
成
　
年
３
月
　
日

26

31

◆
文
化
功
績
者

推
薦
基
準

○
小
中
学
生
の
部
 

ア
　
県
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
お
い

て
３
位
以
内
に
入
賞
し
た
者
 

イ
　
県
コ
ン
ク
ー
ル
に
準
ず
る
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
に
お
い
て
最
高
の

賞
を
受
賞
し
た
者
 

ウ
　
県
を
代
表
し
て
関
東
ま
た
は

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
出
場
し

た
者
 

○
高
校
生
・
一
般
の
部
 

ア
　
県
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
お
い

て
３
位
以
内
に
入
賞
し
た
者
 

イ
　
県
コ
ン
ク
ー
ル
に
準
ず
る
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
に
お
い
て
最
高
の

賞
を
受
賞
し
た
者

ウ
　
県
を
代
表
し
て
関
東
ま
た
は

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
出
場
し

た
者
 

エ
　
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
出

場
し
た
者
 

オ
　
国
民
文
化
祭
に
出
場
し
た
者

お
よ
び
上
記
成
績
に
準
じ
る
者
で

選
考
委
員
会
が
認
め
た
者

申
込
方
法
　
所
定
の
様
式
に
必
要

事
項
を
記
載
し
、
参
加
し
た
大
会

要
項
や
賞
状
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し

て
生
涯
学
習
係
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
様
式
は
板
倉
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
で
す
。

申
込
期
限
　
４
月
７
日
　(月)

申
込
先
・
問
合
せ
　

生
涯
学
習
係

山
内
線
６
２
２

 h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
.
i
t
a
k
u
r
a
.

gunma.jp/

◆
体
育
功
績
者

推
薦
基
準

○
小
中
学
生
の
部

ア
　
県
大
会
で
３
位
以
内
に
入
賞

し
た
個
人
・
団
体

イ
　
県
大
会
に
準
じ
る
大
会
に
お

い
て
優
勝
し
た
個
人
・
団
体

ウ
　
関
東
大
会
以
上
に
出
場
し
た

個
人
・
団
体

○
高
校
生
・
一
般
の
部

ア
　
県
大
会
に
お
い
て
優
勝
し
た

個
人
・
団
体

イ
　
関
東
大
会
で
３
位
以
内
に
入

賞
し
た
個
人
・
団
体

ウ
　
全
国
大
会
で
６
位
以
内
に
入

賞
し
た
個
人
・
団
体

エ
　
国
際
大
会
に
出
場
し
た
個

人
・
団
体

オ
　
国
民
体
育
大
会
に
出
場
し
た

個
人
・
団
体

※
団
体
競
技
は
、
全
員
を
対
象
と

し
ま
す
（
た
だ
し
、
板
倉
町
在
住

ま
た
は
出
身
者
の
み
）。

申
込
方
法
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
備
え

付
け
の
所
定
の
様
式
に
必
要
事
項

を
記
載
し
、
参
加
し
た
大
会
要
項

や
成
績
の
わ
か
る
賞
状
の
コ
ピ
ー

な
ど
を
添
付
し
て
海
洋
セ
ン
タ
ー

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
３
月
　
日
　

30

(日)

申
込
先
・
問
合
せ

海
洋
セ
ン
タ
ー

山
　－

０
８
５
８

82

 参
加
者
募
集

　
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ

 文
化
・
体
育
各
分
野

　
功
績
者
募
集

 板
倉
学
講
座

  渡
良
瀬
川
の
生
い
立
ち
を
た
ど
る

　
２
月
９
日
　
、
前
橋
市
ぐ
ん

(日)

ま
武
道
館
に
お
い
て
第
　
回
67

上
毛
か
る
た
競
技
県
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
邑
楽
郡

代
表
選
手
と
し
て
、
若
あ
ゆ
子

ど
も
会
（
　
区
）
か
ら
　
 飯
  塚
 

い
い
 づ
か

21

 愛
  悠
 さ
ん
（
小
学
校
高
学
年
個

あ
 
ゆ

人
の
部
）、 天
  貝
  夏
  美
 さ
ん
（
中

あ
ま
 が
い
 な
つ
 み

学
生
個
人
の
部
）
の
２
名
の
選

手
が
出
場
し
、
飯
塚
愛
悠
さ
ん

が
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

上
毛
か
る
た
県
大
会
結
果
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も
う
す
ぐ
春
で
す
。
３
Ｂ
体
操

で
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
３
月
　
日
　

11

(火)

午
後
１
時
　
分
～
３
時

30

場
所
　
北
部
公
民
館

内
容
　
ボ
ー
ル
や
ベ
ル
を
使
っ
た

体
操

講
師
　
 佐
  々
  木
  恵
  子
 さ
ん
（
３
Ｂ

さ
 
さ
 
き
 
け
い
 
こ

体
操
協
会
）

募
集
人
数
　
　
名
30

参
加
費
　
無
料

申
込
期
限
　
３
月
７
日
　(金)

※
主
治
医
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ

て
い
る
か
た
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

山
内
線
３
２
３

　
お
子
さ
ん
と
の
か
か
わ
り
方
、

遊
び
方
や
発
達
な
ど
、
子
育
て
に

は
い
ろ
い
ろ
な
迷
い
や
悩
み
が
出

て
く
る
も
の
で
す
。
こ
の
教
室

は
、
親
子
で
あ
そ
び
を
通
し
て
、

個
性
や
発
達
に
合
わ
せ
た
お
子
さ

ん
と
の
関
わ
り
方
を
学
ぶ
教
室
で

す
。
お
子
さ
ん
の
成
長
を
共
に
見

守
り
、
子
育
て
の
悩
み
を
い
っ

し
ょ
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
時
　
毎
月
１
回

お
お
む
ね
第
３
水
曜
日

午
前
　
時
　
分
か
ら
１
時
間
程
度

10

30

対
象
　
お
お
む
ね
２
歳
～
３
歳
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者

定
員
　
　
組
20

※
定
員
に
達
し
ま
し
た
ら
お
断
り

す
る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

お
知
ら
せ

《広告》

健
康
の
鉄
人
教
室
　12

３
Ｂ
体
操
教
室
開
催

承
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
３
月
　
日
　

31

(月)

申
込
先
・
問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

山
　－

３
７
５
７

82
　
４
月
か
ら
、
学
生
納
付
特
例
及

び
申
請
免
除
な
ど
が
申
請
で
き
る

期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
国
民
年

金
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き
や
失

業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、

保
険
料
の
免
除
を
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
過
去
分
の
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
が
受
け
ら
れ

る
期
間
は
、
申
請
の
直
前
の
７
月

（
学
生
納
付
特
例
は
直
前
の
４
月
）

ま
で
の
１
年
以
内
で
し
た
。
４
月

か
ら
は
、
申
請
時
点
の
２
年
１
か

月
前
の
月
分
ま
で
申
請
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

特
例
免
除
の
対
象
期
間
も
拡
大

　
災
害
・
失
業
な
ど
を
理
由
と
し

た
免
除
（
特
例
免
除
）
は
、
こ
れ

ま
で
は
申
請
時
点
の
年
度
ま
た
は

前
年
度
に
災
害
・
失
業
な
ど
の
理

由
が
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
、
災
害
・
失
業
な

ど
の
前
月
か
ら
災
害
・
失
業
な
ど

が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま
で

の
期
間
に
つ
い
て
、
特
例
免
除
の

申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

（
３
月
以
前
に
あ
っ
た
災
害
・
失

業
も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
過
去

分
の
審
査
対
象
期
間
は
、
２
年
１

か
月
前
ま
で
で
す
）。

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
免

除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の
際

に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な

い
場
合
や
失
業
な
ど
の
特
例
免
除

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
過
去
分
の
免
除
申
請

は
、
申
請
が
遅
れ
る
と
申
請
で
き

る
期
間
が
短
く
な
り
ま
す
。

　
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所

得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
全
額
免
除

と
一
部
免
除
は
配
偶
者
及
び
世
帯

主
、
若
年
者
納
付
猶
予
は
配
偶
者

に
つ
い
て
も
所
得
審
査
を
行
い
ま

す
。
配
偶
者
や
世
帯
主
が
失
業
な

ど
に
該
当
す
る
場
合
も
免
除
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

○
太
田
年
金
事
務
所

山
　－

３
７
１
６

49
○
戸
籍
年
金
係

山
２
３
１

あ
そ
び
の
教
室

「
も
ん
た
ん
」
参
加
者
募
集

国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
期
間
が
拡
大

『広報いたくら』へ有料広告を掲載しませんか？　

広告媒体　広報いたくら（部数5，000部前後，毎月１日発行）

対象企業　公社・公益法人ならびに事業所を有する私企業・

事業者

料金　下１段（横179㎜×縦45㎜）１回当たり１２，０００円

下１段２分の１（横88㎜×縦45㎜）１回当たり６，０００円

申込先・問合せ　情報広報係　山内線１５１

有料広告募集中！

(13) 広報いたくら　Ｈ26．３．１

　
県
で
は
安
全
な
住
ま
い
づ
く
り

の
た
め
、
耐
震
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に

関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
　
日
　
　
午
後
１
時

20

(木)

　
分
～
４
時

30場
所
　
群
馬
会
館
（
前
橋
市
）

テ
ー
マ
　
「
あ
な
た
と
家
族
を
守

る－

建
物
と
心
の
耐
震
対
策－

」

講
師
　
 山
  村
  武
  彦
 　
氏
（
防
災
シ

や
ま
 む
ら
 た
け
 ひ
こ

ス
テ
ム
研
究
所
所
長
）

申
込
先
・
問
合
せ

群
馬
県
県
土
整
備
部
建
築
住
宅
課

企
画
指
導
係

山
０
２
７－

２
２
６－

３
７
０
８

姉
０
２
７－

２
２
１－

４
１
７
１

　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在

で
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る

自
動
車
の
所
有
者
の
か
た
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
３
月
　
日
ま
で
に
住
所
変
更
等

31

の
手
続
き
を
済
ま
せ
な
い
と
、
新

住
所
に
納
税
通
知
書
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
使
用
し
て
い
な
い
自

動
車
の
税
金
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
３
月
の
最
終
週
の
運
輸

支
局
登
録
窓
口
は
大
変
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
変
更
の
際
は
お
早

め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
ら
れ
ま
す

募
集
科
目
・
定
員
　（
夜
間
の
み
）

○
建
築
科
（
３
年
間
）　

名
20

○
造
園
科
（
２
年
間
）　

名
20

訓
練
時
間
　
火
曜
・
金
曜
日
の
午

後
７
時
～
９
時
お
よ
び
日
曜
日

（
月
２
回
程
度
）

入
校
資
格
　
義
務
教
育
修
了
以
上

で
建
築
業
お
よ
び
造
園
業
で
働
い

て
い
る
か
た

修
了
特
典
　
２
級
技
能
検
定
を
受

験
す
る
場
合
、
学
科
試
験
が
免
除

参
加
費
　
無
料

申
込
期
限
　
４
月
　
日
　

30

(水)

受
付
時
間
　
火
曜
・
金
曜
日
の
午

後
７
時
～
９
時

申
込
先
・
問
合
せ

館
林
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

山
　－

８
２
８
２

73

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
運
輸
支
局
で
手
続
き
が
必
要
な

場
合

○
住
所
、
氏
名
の
変
更

○
自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た

り
、
譲
渡
し
た
場
合

○
自
動
車
を
廃
車
し
た
場
合

※
住
所
を
変
更
後
、
や
む
を
得
ず

車
検
証
の
住
所
変
更
の
手
続
き
が

遅
れ
る
場
合
、
館
林
行
政
県
税
事

務
所
ま
た
は
自
動
車
税
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

自
動
車
税
関
係

○
館
林
行
政
県
税
事
務
所

山
　－

４
４
６
１

72
○
自
動
車
税
事
務
所

山
０
２
７－

２
６
３－

４
３
４
３

登
録
関
係

○
群
馬
運
輸
支
局

山
０
５
０－

５
５
４
０－

２
０
２
１

　
群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
日
の
講
座
を
受
講
で
き
な
い
か

た
の
た
め
に
、
日
曜
緑
化
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
　
４
月
　
日
　

20

(日)

午
前
　
時
～
正
午

10

場
所
　
群
馬
緑
化
セ
ン
タ
ー

邑
楽
町
大
字
中
野
３
９
２
４－

１

テ
ー
マ
　「
そ
こ
が
知
り
た
い
夏

野
菜
の
作
り
方
」

講
師
　（
農
業
普
及
指
導
員
）　

 多
  々
  木
  英
  男
 氏

た
 
た
 
き
 ひ
で
 お

募
集
人
数
　
先
着
　
名
60

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
４
月
７
日
　
午
前
８

(月)

時
　
分
よ
り
電
話
で
左
記
ま
で
お

30
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

群
馬
緑
化
セ
ン
タ
ー

山
　－

７
１
８
８

88

平成26年度
国税専門官募集

受験資格

①昭和59年４月２日～平成５年４月

１日生まれのかた

②平成５年４月２日以降生まれのか

たで次に掲げるかた

(１)大学を卒業したかたおよび平成

26年３月までに大学を卒業する見込

みのかた(２)人事院が(１)に準ずる

と認めるかた

試験の程度　大学卒業程度

申込み方法等　原則インターネット

申込み。次のアドレスへアクセス

し、説明に従って入力してください。

 http://www.jinji-shiken.

go.jp/juken.html

○受付期間４月１日(火)午前９時～

４月14日（月）[受信有効]

【インターネット申込みができない

場合】郵送または持参　　　　　　

○提出先　希望する第１次試験地に

対応する国税局または国税事務所

○受付期間　４月１日(火)・４月２日（水）

試験日

○第１次試験　６月８日(日)

○第２次試験　７月15日(火)～23日

(水)のいずれか第１次試験合格通知

書で指定する日時

問合せ　関東信越国税局人事第二課

試験係

山０４８－６００－３１１１

安
全
な
住
ま
い
づ
く
り

講
演
会
開
催

年
度
末
ま
で
に
手
続
き
を

自
動
車
名
義
変
更
等

館
林
地
区
高
等
職
業
訓
練

校
の
訓
練
生
を
募
集

日
曜
緑
化
講
座
を

開
催
し
ま
す

○水道料金納入地区　14区の一部～29区

○水道料金口座振替日　３月26日（水）

電話当 番 店曜日日月

82-2152㈲佐山設備土１

３

82-0537㈲根岸工業日２

82-1025㈲鈴木設備土８

82-0027㈲岩崎設備日９

82-0001㈲しんえい設備土15

82-0095山岸管工設備日16

82-2982土橋設備祝21

77-0057宇治川管工土22

82-1856高田管工設備日23

77-0358㈲長谷川設備土29

82-0261小倉設備日30

82-2152㈲佐山設備土５

４
82-0537㈲根岸工業日６

82-1025㈲鈴木設備土12

82-0027㈲岩崎設備日13
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　町では、町内の小中学校・幼稚園・保

育園、運動場など、各施設の放射線量を

週に一度計測しています。

測定方法　地表面と地表からの高さ50㎝

と１ｍをそれぞれ測定

測定値　機器の指示値を10秒間隔で連続

して12回読み取り、最大値・最小値を除

く10回の平均値

測定機器　堀場製作所製　環境放射線モ

ニター　ＰＡ-1000Ｒadi

問合せ

小中学校に関して

○総務学校係　山内線６１３

運動場・グラウンドに関して

○海洋センター　山８２－０８５８

保育園・児童館に関して

○福祉係　山内線３１１

その他全体に関して

○資源化センター　山８２－５３７１

町ホームページ

 http://www.town.itakura.gunma.jp

測　定　概　要

⑤
年
度
内
に
実
績
報
告
を
提
出
で

き
る
事
業

⑥
他
の
法
律
、
条
例
な
ど
に
反
し

な
い
事
業

※
他
に
委
託
す
る
だ
け
の
事
業
や

単
に
物
を
買
う
だ
け
の
事
業
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
額
　
事
業
に
直
接
必
要
と
な

る
経
費
の
　
／
　
以
内
で
、
　

万

10

10

10

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
経
費
　
交
付
の
対
象

と
な
る
主
な
経
費
は
、
提
案
し
た

事
業
の
実
施
に
直
接
必
要
と
な
る

左
表
の
経
費
と
し
ま
す
。

事
業
対
象
期
間
　
４
月
１
日
か
ら

平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
の
期
間

27

31

に
行
わ
れ
る
事
業

申
込
募
集
期
間
　

３
月
３
日
　
～
３
月
　
日
　

(月)

31

(月)

申
込
方
法
　
ま
ず
は
事
業
の
内
容

に
つ
い
て
企
画
調
整
係
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
申
請
書
、

そ
の
他
関
係
書
類
を
募
集
期
間
内

に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

注
意
事
項
　
事
業
終
了
後
、
事
業

の
内
容
や
成
果
な
ど
を
広
報
紙
ま

た
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の

他
、
詳
細
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
企
画
調
整
係

山
内
線
１
４
２

募
集
概
要
　
町
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
普
及
促
進

し
、
魅
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
図
る
た
め
、
町
民
が
自
主
的
か

つ
主
体
的
に
企
画
・
実
施
す
る
公

益
性
の
あ
る
事
業
に
要
す
る
経
費

に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
団
体
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
団
体
が
対
象
で
す
。
た
だ

し
、
宗
教
、
政
治
も
し
く
は
営
利

活
動
を
目
的
と
す
る
団
体
や
、
設

立
趣
旨
、
活
動
内
容
か
ら
補
助
の

対
象
と
し
て
不
適
当
と
認
め
ら
れ

る
団
体
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
町
内
の
住
民
自
治
組
織

②
町
内
に
事
務
所
を
置
く
特
定
非

営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

③
町
内
に
本
拠
を
置
く
住
民
団
体

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
各
種
　

団
体
な
ど
）

対
象
事
業
　
次
の
要
件
を
満
た
す

事
業
が
対
象
で
す
。

①
町
内
に
お
け
る
地
域
課
題
解
決

を
促
進
し
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
事
業

②
公
共
性
の
あ
る
事
業

③
町
民
の
労
力
提
供
が
あ
る
事
業

④
他
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い

事
業 地

域
支
援
モ
デ
ル
事
業

申
込
募
集
！

内容項目

講演会の外部講師への謝礼等
※事業参加者に対する賞品、参加賞は対象としない報償費

交通費等(町の基準に従う)　※講師料に含まれるも
の、団体内講師への旅費は対象としない

旅費

文具、紙、図書等消耗品費

需用費

飲物、お茶菓子代等食糧費

チラシ、ポスター、チケット等の印刷費等印刷製本費

作業等に必要な機材、車両等の燃料費燃料費

対象経費にかかる振込手数料手数料

役務費 事業の実施、連絡に要する郵便費等の通信費通信運搬費

活動にかかる損害賠償保険料、参加者の傷害保険料等
※事業に対し、適正な保険料であること保険料

業者や他団体に対し、業務委託をする際の経費委託料

有料道路・会場等の使用料、テント・機械・車両等 の
借上料※事業量に見合った適正な金額であること       

使用料及び賃借料

事業に直接要する原材料費原材料費

作業等に必要な機材、備品の購入
※使用頻度を考慮し、対象とするか判断する

備品購入費

※１月20日～２月14日の期間での最低値及び最高値を表示しています。

※屋外活動を制限する国の基準は、毎時１マイクロシーベルトです。

測定値(マイクロsv/h)

観測地点観測施設 地表から１ｍ地表から50cm地表

最高値最低値最高値最低値最高値最低値

0.0490.0490.0610.0610.0530.053校庭板倉中学校

0.0530.0500.0560.0530.0680.060校庭東小学校

0.0630.0570.0640.0580.0700.057校庭南小学校

0.0600.0520.0660.0540.0720.054校庭北小学校

0.0520.0470.0520.0410.0600.045校庭西小学校

0.0610.0550.0690.0570.0640.057中央渡良瀬運動場

0.0970.0890.0940.0910.1010.097中央渡良瀬サッカーグラウンド

0.0610.0470.0630.0500.0610.051園庭北保育園

0.0550.0400.0630.0450.0650.049園庭板倉保育園

0.0610.0460.0730.0530.0900.052館庭児童館

0.0660.0520.0720.0490.0830.054園庭そらいろ保育園

0.0650.0560.0700.0590.0680.056園庭ひまわり幼稚園

0.0710.0480.0730.0490.0760.054園庭まきば幼稚園
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定　例　相　談

指
定
寄
付

▼
交
通
安
全
と
し
て

２
０
，０
０
０
円

館
林
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
　
様

物
品
寄
付

▼
防
災
備
蓄
食
料
品
と
し
て

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
２
渥
×
３

０
０
本

三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ

珂
館
林
支
店
　
様

※
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

※
特
例
措
置
（
日
本
脳
炎
の
み
）

平
成
７
～
　
年
度
生
ま
れ
の
か
た

18

は
、
　
歳
ま
で
接
種
で
き
ま
す
。

20

問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

山
　－

３
７
５
７

82

　
３
月
１
日
か
ら
７
日
は
「
子
ど

も
予
防
接
種
週
間
」
で
す
。

　
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
予

防
接
種
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に
、
忘
れ
ず
に
予

防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
下
表
は
予
防
接
種
法
で
定
め
ら

れ
た
予
防
接
種
（
定
期
接
種
）
で

す
。
予
防
接
種
の
種
類
に
よ
っ
て

接
種
期
間
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

寄
附
受
納

接種期間定期接種名

・１歳に至るまで（７か月児）ＢＣＧ

・２か月～５歳に至るまで     　ヒブ

・２か月～５歳に至るまで     　小児用肺炎球菌

・１期　３か月～７歳６か月に至るまで
・２期　１１歳～１３歳未満　　　　　 　

四種混合
（百日咳・ジフテリア・破傷風・ポリオ）

・１期　12か月～７歳６か月に至るまで
・２期　保育園・幼稚園の年長児の期間  麻しん風しん混合

・１期　３歳～７歳６か月に至るまで   
・２期　９歳以上13歳未満　　　　　   

　日本脳炎
※接種期間の特例措置あり

・現在予防接種を積極的には、
おすすめしていません。　 

　子宮頸がん予防ワクチン

予
防
接
種
を

受
け
て
い
ま
す
か
？

　
口
座
振
替
を
利
用
す
れ
ば
、

納
期
限
の
日
に
自
動
的
に
納
付

さ
れ
ま
す
。
納
め
忘
れ
も
な

く
、
安
心
便
利
で
す
。

問
合
せ
　
収
税
係

山
内
線
２
２
１
・
２
２
２

納
税
は

口
座
振
替
が

便
利
で
す
！

耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

田沼整形外科医院
８８－９２２３

湯沢医院
６２－２２０９

益田小児科医院※
６２－５５３５

長谷川クリニック
８０－３３１１

後藤内科医院
７２－０１３４

３月２日
（日）

－
堀井乳腺外科クリニック
５５－２１００

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

阿部医院
６２－５４２８

堀越医院
７３－４１５１

安楽岡医院
７２－０５７２

３月９日
（日）

今村クリニック
７０－２２２１

高木整形外科
６２－６６１１

新井内科
２０－１２２０

おぎわら小児科※
６１－１１３３

横田医院
７２－０２５５

横田胃腸科内科
７２－４９７０

３月16日
（日）

－
井上整形外科医院
８２－１１３１

かさはら内科医院
５５－２５３７

星野こどもクリニック※
７０－７２００

橋田内科クリニック
７２－０００１

３月21日
（祝）

－
ふじの木整形内科クリニック
９１－４０７０

加藤医院
８９－１０３１

うえの医院
７２－３３３０

館林記念病院
７２－３１５５

３月23日
（日）

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

慶友整形外科病院
７２－６０００

須田内科医院
６３－１４１４

金丸内科医院
８８－３２００

吉田内科クリニック
７０－７１１７

３月30日
（日）

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

海宝病院
７４－０８１１

おうら病院
８８－５６７８

真中医院
７２－１６３０

松井内科医院
７５－９８８０

４月６日
（日）

－
岡田整形外科クリニック
７２－３１６３

たなか医院
６２－２８８１

小西医院
８６－２２６１

ハートクリニック
７１－８８１０

４月13日
（日）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　　　

午後７時～10時（日、祝日を除く）　　　  
内科・小児科（要電話確認）　　　　              

歯 科

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

○診療時間は、午前９時～午後５時

○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時　

○内科系の※印は、小児科のみとなります。　○高木整形外科は午前のみの診療になります。

○救急テレホンサービス（山７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

年累計   43件板倉の事件事故状況
※( )内は累計（１月１日～２月15日）

３件(  ３件)鞄侵入窃盗
１件(  １件)鞄車上ねらい
０件(  ０件)鞄自動販売機ねらい
２件(  ２件)鞄乗物盗難
７件(  ７件)鞄その他の事件
５件(  ５件)蒲人身事故
25件(  25件)蒲物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

※相談日などの日程は、スケジュール

（次ページ）をご覧ください。

●行政相談　午前10時～正午

　問合せ　戸籍年金係　山内線２３１
●法律相談　午後１時～３時　※要予約

　問合せ　戸籍年金係　山内線２３１
●農地相談　午後１時30分～４時

　問合せ　農業委員会　山内線４１５
●教育相談　午前10時～正午

　　　　　　午後２時～４時　※要予約

　問合せ　板倉中学校相談室

　　　　　　　　　　　山８２－１５８４
●福祉センター相談情報

　◆心配ごと相談　午前９時30分～正午

　◆ボランティア何でも相談（毎週月～金）

　　午前９時～午後５時

　問合せ　福祉センター

●保健センター相談・教室情報

　◆子どもの相談　ぱおぱお

      (７日ことば・26日子育ての悩み)

   　午後１時～５時　※要予約

　◆健康相談　

　　午前10時～11時30分

　問合せ　保健センター

●館林保健福祉事務所相談情報

　◆子育てこころの相談（第１．３水曜日）

　　午前９時～正午　※要予約

　◆精神保健福祉相談（第１・３水曜日）

　　午後３時～５時　※要予約

　◆ふれあい相談会（第２木曜日）

　　午後１時15分～３時30分　※要予約

　問合せ　館林保健福祉事務所

　　　　　　　保健係　山７２ー３２３０
●くらしの相談窓口（休館日を除く毎日）

　午前８時30分～午後５時

　問合せ　中央公民館　山８２ー２４３５
　　　　　東部公民館　山８２ー１２４１
　　　　　南部公民館　山８２ー１４２４
　　　　　北部公民館　山７７ー１８５５



(16)

土    Ｓat金    Ｆri木    Ｔhu水    Ｗed火    Ｔue月    Ｍon日    Ｓun
１【定休日及び休館日のお知らせ】

 ○各公民館：月曜日及び祝日

 ○健康の郷「季楽里」：木曜日

 ○海洋センター：月曜日及び祝日

 ○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日の翌日

 ○文化財資料館：月曜日  

 ○総合福祉センター：土・日曜日及び祝日

 ○児童館：日曜日及び祝日 ※詳しくは各施設までお問い合わせください。

◆県民交通安全日
◆春季全国火災予防
運動（７日まで）

８７６５   窓口延長４３２
◆チャレンジ広場(児)

●ぱおぱお（保）●１歳児健診(保）
◆おたのしみ広場(児)

◆６か月児相談(保)
◆乳児健診(保)
◆ＢＣＧ接種(保)
◆英語であそぼう(児)

◆ライブリー体操教室
　　　　　　  (東公)
◆献血（福）
　　※10：00～正午
　　　13：00～15：30

◆こあら学級(保)
◆おはなし会(児)

◆渡良瀬グラウンド
   リニューアルオープンゲーム
◆体力テスト
　(海洋センター)

15141312   窓口延長1110９
◆自転車マナーアップ 
　デー
◆チャレンジ広場(児)◆中学校卒業式◆英語であそぼう(児)●行政相談(福)

●法律相談(中公)
●心配ごと相談(福)
◆２歳児親子歯科健診
　　　　　　　  (保)
◆３Ｂ体操教室
　　　　　　  (北公)

●農地相談(町)

2221   春分の日2019   窓口延長181716

●教育相談(中公)
◆おたのしみ広場(児)

◆英語であそぼう(児)◆おはなし会(児)

◆県民防犯の日
◆可燃性粗大ごみ休日受 
   入日(資)9:00～正午
◆板倉町春季第41回北
　関東硬式卓球選手権
　大会（板中体育館）
◆スポーツ少年団軟式 
   野球大会板倉町予選会
   (渡良瀬グラウンド)

29282726   窓口延長252423

●ぱおぱお（保）
◆英語であそぼう(児)
◆水道料金口座振替日
  (14区の一部～29区）
◆小・中学校修了式

●心配ごと相談(福)
◆高齢者交通安全日
◆離乳食教室（保）
◆ライブリー体操教室
　　　　　　  (南公)

◆小学校卒業式

◆邑楽郡親善ミセス
　バレーボール大会
   (板中体育館)

５４３２　  窓口延長４/１3130
◆チャレンジ広場(児)

◆６か月児相談(保)
◆乳児健診(保)
◆ＢＣＧ接種(保)

◆県民交通安全日

◆季楽里特売日

今月の表紙

生ごみ・可燃ごみ収集日 かん・びん・危険物収集日

◎定例相談の時間など、詳しくは「くらしの情報」でご確認ください。※(　)内は開催場所になります。　◎窓口延長は、毎週水曜日午後７時15分まで

◎その他、各イベント・催し物については、町ホームページのイベントカレンダーをご覧ください。

　２月３日（月）、雷電神社で行われた豆まき式

の様子。今年は例年と違って、目がぱっちりと

した赤と緑の色鮮やかなかわいらしい鬼が登場

しました。そらいろ保育園と板倉保育園の園児

たちの笑顔が印象的でした。

※可燃性粗大ごみは、月～金曜日（祝日を除く）及び指定日に搬入可

人　口　　 １５，５６３人（－18）

　　男　　　 ７，７４８人（－１）

　　女　　 　７，８１５人（－17）

世帯数　　 　５，３２０戸（＋11）

              （　）内は前月比

　　　　  平成26年２月１日現在


